
【クラブにあって地区に無いもの？】
　その答えは「親睦委員会」です。
　1921 年、スコットランド・エジンバラで開かれた国際大
会において、創始者ポール・ハリスは次のように述べました。

「ロータリーの原動力は親睦である」
　盛大な拍手を受けたこの言葉に、100 年を経た今も私たち
会員は大きくうなずくことでしょう。各クラブにおいては、
会員相互の親睦を深めることが基本的な役割の一つです。例
会の運営や懇親会、家庭集会、クラブ旅行などを企画・実行
する親睦委員会が必須とされているのは、そのためです。親
睦を通じて会員がつながり、その絆が奉仕活動やクラブの持
続力へとつながっていきます。
　一方、地区はクラブの集合体として「研修」「情報共有」「戦
略的支援」が中心であり、会員個々の親睦を直接担う組織で
はありません。親睦はあくまでもクラブ単位での自主的な活
動に委ねられています。
　もっとも、地区大会や IM（Intercity Meeting）、各種研

修会などが結果的に「親睦」の場となり、その都度、実行委員会や担当委員会が設けられることはあります。
但し、それらの機会がオンライン開催に変えられるという、昨今の残酷な真実に、「楽しみな親睦の場が足り
ない」とお嘆きの会員も少なくないはずです。
 

【親睦の功罪】
　「親睦」は、互いの理解を深め、良好な関係を築くための大切な活動です。一方で、長年の或いは過度の親
睦によって、「馴れ合い」が生まれることもあります。集団における「楽しさ」の実態は、案外「馴れ合い」
に過ぎないのかもしれません。
　しかし親しすぎるあまり、不都合な点を見逃したり、不合理な行動を容認してしまったりすることもある
ようです。本音で指摘することによって生まれる緊張関係は、誰しも回避したいと思うからでしょう。関係
優位者の意見には、「はい」か「YES」を言っておけば丸く収まるものですから。これを単に「社会性」の一
端と片付けることなかれ。時には、仲間に対して異を唱える勇気が必要です。変革が求められる時こそ、親
睦を通じて培った真の信頼関係が功を奏します。

【親睦からの笑顔で奉仕】
 　　　　　　　　　　　　　「求むるところは 平和親睦」　　「力むるところは 向上奉仕」
　ロータリーは常に「親睦」を大切にしてきました。仲間と会話を重ね、食事をともにし、時に笑い合いな
がら意気投合し、信頼を築く。やがて、相互に『寛容性』が芽生えるでしょう。その信頼と寛容性があるからこそ、
よいことのために手を取りあい奉仕活動に取り組むことができるのです。笑顔と友情に支えられた奉仕は、
義務や作業ではなく、喜びと誇りに変わります。これこそが、ロータリーの長い歴史の中で脈々と受け継が
れてきた知恵であり文化であり、私たちがこれからも守り育んでいくべきものだと信じます。
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10月は地域社会の経済発展月間・米山月間

10月 24日は世界ポリオデー
「世界ポリオデー JAPANサイト」からフォトコンテストへ応募しましょう！

柿田川清掃奉仕活動

　10 月は地域社会の経済発展月間と日本独自の米山月間です。MyROTARY
によりますと、十分な食べ物がない人は 7.95 億人（世界で 9 人に 1 人）、
飢えに苦しむ人のうち女性と少女が占める割合は 60％、極度の貧困者のう
ち、僻地に住み、生活の糧を農業に依存している人は 70％だそうです。こ
れらの問題に寄り添い、地元経済の発展と貧困の軽減のためにこれまでに
ロータリー財団が授与した補助金は 2900 万ドル。ボイスをご覧ください。
地域社会の経済発展 | ロータリーボイス
　米山月間は日本独自の月間です。1983 年から 10 月が米山月間として定着し、今に至っています。
戦後、日本のロータリアンが「国際親善と世界平和に寄与したい」との思いでつくり育てた奨学事
業に思いを寄せましょう。

　柿田川湧水地清掃奉仕活動を 9 月 6 日 ( 土 )、RI 第 2620 地区米山奨学生 22 名、地区役員、地
区米山記念奨学委員会メンバー、米山奨学生カウンセラー、米山学友、青少年交換学生、青少年交
換小委員会関係のメンバー、沼津柿田川 RC のメンバーおよび近隣 RC のメンバー、RI 第 2580
地区米山奨学生グループ 90 名を含む、総勢約 170 名で実施いたしました。前日は、台風第 15 号
の影響で大雨となり、当初計画されていた柿田川に入っての外来種オカワジシャ、ノハカタカラク
サの駆除は、河川の増水と川への侵入箇所のぬかるみでの転倒が懸念され、中止となりました。そ
れ以外のプログラムは、予定通り実施されました。午前 9 時より、清水町地域交流センターで清水
町職員による映像を利用した柿田川の自然環境と湧き水、そして、絶滅危惧種の水生植物について
の説明を、わかりやすく行っていただきました。その後、２班に分かれ、公園内清掃作業と公園内
をボランティアガイドに案内をしてもらいました。
　自然環境の保全や水の衛生問題に関心を寄せながら、RI 第 2580 地区奨学生、ロータリアンと
の親睦を深める機会となりました。

米山記念奨学委員会委員長　飯島崇宏／伊東西 RC

　「世界ポリオデー JAPAN サイト」では、2025 世界ポリオデーイ
ベントの写真を全国のロータリークラブから 11 月 5 日 ( 水 ) まで募
集しています。2024 年 12 月 1 日から 2025 年 11 月 4 日までの期
間に撮影した写真が対象です。第 54 回ロータリー研究会（2025 年
11 月 17 日～ 19 日　パシフィコ横浜で開催）で入選作品をパネル
展示し、その中から RI 会長賞などを審査。「RI 会長賞」「財団管理委
員長賞」「RI 理事賞」などはロータリー研究会で表彰されます。詳細
は下記フォトコンテストのページをご確認ください。多くのクラブに
応募していただければ幸いです。
https://www.endpoliorotary.club/photocontest



　RI 細則 12.030.3. の規定により、202５年 7 月１３日付で地区内各ロータリークラブに 2028
～ 29 年度ガバナー（2025 ～ 26 年度ガバナーノミニー・デジグネート）の推薦を要請し、同 9
月 12 日をもってその受け付けを終了いたしました。指名委員会が期間内に受け付けたクラブから
の推薦に関し、第３回指名委員会を開き、推薦内容について検討した結果、当地区 2028 ～２９年
度ガバナーとして、浜松 RC の池戸智之君を指名する旨の報告を受けましたので、RI 細則
12.030.5. の定めに従い、同９月 19 日、地区内クラブへ公表いたしました。

　国際ロータリー第 2620 地区ガバナー　稲葉 雅之

☆2028－29年度ガバナー（ガバナーノミニー・デジグネート）決定のお知らせ

【ガバナーノミニー・デジグネートプロフィール】
氏　　名：　池戸智之（いけど・ともゆき）　　
所属 RC：浜松 RC　　
生年月日：1955 年 6 月 26 日
職業分類：電気工事　　
勤 務 先 ：池戸電気株式会社　代表取締役社長　　
最終学歴：明治大学工学部卒

ロータリー歴：
　2001 年 7 月 17 日　　浜松 RC 入会
　2004 ～ 2005 年度　　地区ロータリー財団委員会（～ 2021）
　2005 ～ 2006 年度　　GSE チームリーダーとして RI 第 3500 地区（台湾）に派遣
　2009 ～ 2010 年度　　クラブ幹事
　2018 ～ 2019 年度　　クラブ会長
　2019 ～ 2020 年度　　地区学友委員会委員長、委員
　2021 ～ 2022 年度　　地区会員増強委員（～ 2023）
　2024 ～ 2025 年度　　地区副幹事
団体役員等：
　経歴　　　一般社団法人静岡県設備協会西部地区長
　　　　　　静岡県電気工事組合理事、監事
　現在　　　浜松電気工事協同組合常務理事
　　　　　　浜松電気引込工事センター協力会常務理事
　　　　　　㈱浜松電気引込センター取締役
　　　　　　一般社団法人東海電友共済会常務理事
　　　　　　一般社団法人静岡県設備協会理事
　　　　　　一般社団法人浜松市電気工事業協会副理事長
　　　　　　浜松市商工会議所議員
　　　　　　公益社団法人浜松西法人会理事
認証：
　ロータリー財団　マルチプル・ポール・ハリス・フェロー / べネファクター
　ロータリー米山記念奨学会　米山功労者
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